
 

 

 

 
２００６年１０月３日  

東日本旅客鉄道株式会社  

東日本キヨスク株式会社  

 

 
                    
 
 
ＪＲ東日本の社内ベンチャー制度の５件目のビジネスとして、東京駅構内に会員制 Suica

私書箱サービス『えきあど』が誕生します。 

『えきあど』とは、駅の住所（えきのアドレス）をセカンドアドレスとして、駅構内に専

用私書箱を持つことができるサービスで、自宅で受け取れない時間帯での配達物の受取り

や荷物の保管はもちろん、私書箱を共有してお互いの荷物の受渡しができる等、様々な用

途にお使いいただけます。 

 特徴① キーレス＆キャッシュレス。Suicaで私書箱の開錠と利用料金の決済ができます。 

 特徴② １つの私書箱で３名までの利用が可能。友人の間で荷物の受け渡しができます。 

 特徴③ 郵便物や宅配便が届くとメールでお知らせ。好きな時間に受け取りができます。 

 特徴④ ステイタスある千代田区丸の内がセカンドアドレスとして手に入れられます。 

   

この事業の発案者は昨年まで中央線・中野駅で勤務していた東山秀雄（37)。現在はこの事業の運営会社で

ある東日本キヨスク(株）に出向中。今後『えきあど』の運営にあたります。 

 

「えきあど」概要 

場  所：ＪＲ東京駅構内地下１階動輪広場横 ※別紙位置図参照 

（東京都千代田区丸の内１丁目９番１号） 

運営会社：東日本キヨスク株式会社 

私書箱数：（Ｓ）４３８箱・（Ｍ）９０箱  計５２８箱 

料  金：年会費 ５００円（税込） 

私書箱Ｓ（Ｈ115×Ｗ145×Ｄ420㎜）２，４００円／月（税込） 

私書箱Ｍ（Ｈ190×Ｗ145×Ｄ420㎜）４，５００円／月（税込） 

       営業時間：AM４：３０ ～ AM０：３０ 

                       
＜新規ご入会キャンペーン＞ 

 

新規にご入会いただいたお客さまの中から先着２００名さまにＳｕｉｃａの 

ペンギングッズ（マグカップ＆メモパッドセット）をプレゼントいたします。 

詳しくは駅のポスターまたはホームページ www.eki-ad.com をご覧ください。 

 

 
 
 

 

１０月１６日（月）サービス開始 

JR 東日本の社内ベンチャー第 5 弾 



＜「えきあど」位置図＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八重洲中央口 

丸の内北口 

丸の内地下 
えきあど 



＜「えきあど」設置イメージ図＞ 

 

 


